
高齢者マーケットの“ニッチ分野”に進出

　事業内容は、「高齢者の自分史を聞き取って冊子を作
る」こと。最終成果品は印刷物ではあるが、「印刷業でも
出版業でもない」と北林陽児代表は強調する。なぜなら
この事業は、「回想法」という心理療法によって認知症高
齢者の症状改善や介護者の負担を軽減するのが目的だ
からだ。北林代表は昨年、体調を崩して東京から帰省。療
養しながら高齢者ビジネスでの起業を模索していた。そ
の中で、施設に入所する祖母に自分史を作ってあげたこ
とが、このビジネスモデルを考案するきっかけとなっ
た。祖母の症状が好転し、「回想法」の効果を目の当たり
にして、ビジネスとしての手応えを感じた。また、高齢者
の心理的ニーズに応える分野においては、充分に参入の
余地があると分析し、起業に踏み切ったものである。

“思い出を語り合う”イベントも企画

　北林代表は、取材、編集、レイアウトまですべての工
程を自らこなす。冊子の大きさ、ページ数、レイアウト
は、手にとりやすく絵本のように見やすいことを念頭
に置いた。また、取材は「回想法」と「聞き書き」を組み合
わせた手法で行っており、その実践者として秋田大学
医学部保健学科で講師を務めたこともある。同学科の
教授の協力を得て、医学的視点からの効果検証も進め
ながら、今後はイベントなども企画して「回想法」への
理解を広げたい考えだ。高齢者の方々でグループを作
り、昔を語りあって楽しもうというイベントを計画し
ている。以前、「自分史」の一部を県立図書館へ寄贈した
際、発注主である高齢者の方々と行った座談会が大変有

業界の動向を見据え、技術を生かし、事業を拡張

　株式会社アクトラスは、電子制御機器、計測機器、画
像処理装置などの設計や組込みソフトウェア開発など
を手がける企業である。情報機器メーカーでシステム
エンジニアとして働いてきた眞田慎代表取締役社長
が、平成8年に郷里である横手市に立上げた。
　起業当初は、業界全体のトレンドを探る目的も兼ね
てソフトウェアや電子部品の販売を手がけ、次に部品
納入だけではなく基板開発を受注するなど、段階的に
事業を拡張してきた。
　眞田社長が特に得意としているのは、画像処理技術
だ。前職時代から大手メーカーのホームビデオカメラ
用検査装置の製作実績もあって、早くも会社設立後
４ヶ月目には同メーカーより装置製作の受注に至って
いる。大手との取引口座を持つという大きな社会的信
用を得て、他の企業からも半導体製品の外観検査装置
製作などを受注できるようになった。

看護医療の効率化に貢献

　アクトラスでは、平成26年6月1日に同社が培ってき
た光学センサー技術を投入した点滴センサ「IDC-1301」
の販売を開始した。
　医療機関で患者に点滴を行う場合、これまでは看護師
が時間を図りながら点滴量の調整をすることが多く、熟
練度による個人差があった。また、従来型の点滴センサ
は点滴筒の傾きに対しては正確な測定が困難であった。
　今回開発した点滴センサはこれらの問題を解決し、
看護師の負担を軽減して効率的な看護医療の実現に貢

意義だったことがベースにある。「認知症予防にもつなが
る」として、新たな事業展開にも意欲を燃やしている。

マスコミから注目されるきっかけに

　「私の絵本カンパニー」の取り組みは、地元紙、全国
紙に取り上げられたほか、テレビ東京、朝日放送、NHK
の取材を受けたりと、複数のメディアで紹介された。
「広告宣伝費を使わずに、マスコミの注目を集め、一般
の方々からもたくさんお声がけ頂けたのは『ビジネス
プランコンテスト』に出場した効果です」と北林代表。
ユニークで斬新なサービス、分かりやすく論理的なプ
レゼンテーションが、マスコミ関係者のみならず多く
の観覧者の印象に残ったようだ。
　北林代表は、「私の絵本カンパニー」の事業を、“高齢
化社会を明るくする業”と定義づける。顧客と友人の
ような関係を構築できる北林代表の人柄も、この事業
になくてはならない強みである。

「過去の記憶」を引き出し、光を当てる。
「自分史」創りを通して行うユニークな認知症ケア。

得意とするセンサ技術と組込みソフトウェアの
技術分野において経験を蓄積し、
世界中の医療現場で利用できる医療機器を開発。

私の絵本カンパニー

私の絵本カンパニー

自分史のタイトルは、ずばり“自分の名前”。奇をてらわない素朴なネーミングが、
その人の半生をストレートに訴えかけてくるようだ。

点滴センサ「IDC-1301」は医療機器商社を通して
平成26年6月1日より全国向けに販売を開始した。
今後は国際市場も目指す。

「回想法」とは、過去の思い出を語ることで脳が
刺激され精神的な安定や癒しを得る効果が期
待される療法。話の受け止め方、会話の引き出し
方など聞き手側の度量やスキルが大切になる。

東京では、大手電機メーカーで半導体の営業を
していた北林代表。この頃習得していたレイア
ウトの技術が、今大いに役立っている。写真、文
字を大きく扱い、シンプルなデザインが基本。

製品の製造は協力工場に委託、自社内では研
究、設計、開発、試作品製造までを行っている。

自社の高度な技術力を生かして今後は医療分
野の機器の開発も事業の柱の一つにしていき
たいと語る眞田慎社長。

点滴センサの従来品は動作が不安定で
実用的ではなかった。アクトラスの製品
は高い実用性を目標に開発された。

自分史が完成すると、顧客は涙を流し
て喜んでくれる。「お客さんが泣いて
感激してくれる仕事はそうそうない」
と北林代表。
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“回想法”を“絵本”で実践
認知症高齢者向け新サービスを考案

株式会社アクトラス

高い専門性と高度な技術力を集中投下
世界市場を狙える医療機器開発へ弾み

事
業
の
解
説

県内での起業・創業意識の醸成と独創性のあるビジネスプラン
を持つ起業家を発掘し、確実な起業へ結びつけることで県経済
の活性化を図ることを目的としています。
［事業の活用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／企画・総合相談担当まで。

事
業
の
解
説

地域資源を活用した県内企業の新商品・新役務の開発、
販路拡大等の経営革新の取組を支援します。
［事業の活用・お問い合わせについて］
あきた企業活性化センター／経営革新・設備資金担当まで。

ビジネスプランコンテストセンター活用事例 あきた企業応援ファンド事業センター活用事例

献できるものだ。開発はアクトラス、秋田大学医学部、
秋田県産業技術センターの産学官連携で行われ、基礎
となる技術は産業技術センターが開発、それをアクト
ラスが製品化した。

助成金を活用し開発コストに充当

　製品開発にあたり、同社は「あきた企業応援ファンド
事業」を活用した。採択テーマは「点滴看視装置の開発お
よび販路拡大」。新たな製品開発には多大な時間とコス
トを要するため、事業費はその開発コストに充当した。
また、医療機関からのヒアリングや、販路を拡大するた
めの市場調査に要した費用にも利用し、「IDC-1301」デ
ビューの足固めをすることができた。
　眞田社長は、「医療現場の手助けとなれるよう、医療機
器の開発を続けていきたい」としている。秋田発の医療
機器が世界中で活躍する日も遠くはないだろう。
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